
 1 

 
 

 
 

令

和

５

年

度

「

防

災

ラ

ジ

オ

ド

ラ

マ

」

 
シ

ナ

リ

オ

コ

ン

テ

ス

ト

応

募

 

     

潮

騒

が

聞

こ

え

る
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登

場

人

物

一

覧

 

  

山

本

康

太

(

５

５

才
)
 

 
 

 
 

徳

島

市

内

の

会

社

に

勤

め

る

サ

ラ

 

 
 

リ

ー

マ

ン

 

 

山

本

花

子

(

５

３

才

)
 

 
 

康

太

の

妻

。

専

業

主

婦

 

 

母

(

義

母

)
(

９

５

才

)
 

 

 
 

康

太

の

母

 
 

 

同

僚

(

４

２

才

)
 

 
 

康

太

の

職

場

の

同

僚
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「

潮

騒

が

聞

こ

え

る

」

概

要

 

 

康

太

は

、

市

内

の

と

あ

る

港

町

で

、

妻

花

子

と

母

の

３

人

で

ご

く

普

通

の

暮

ら

し

を

し

て

い

た

。 

 

そ

ん

な

あ

る

日

、

康

太

が

職

場

で

い

る

と

、

携

帯

の

緊

急

地

震

速

報

と

そ

れ

に

続

く

大

津

波

警

報

が

鳴

り

響

く

。
南

海

ト

ラ

フ

を

震

源

と

す

る

大

地

震

が

発

生

し

た

の

だ

。 
職

場

の

災

害

備

蓄

で

急

場

を

し

の

ぎ

、

自

宅

に

帰

る

が

、

そ

こ

に

は

津

波

で

す

べ

て

が

押

し

流

さ

れ

た

自

宅

跡

が

あ

っ

た

。
急

い

で

、
地

域

の

指

定

避

難

所

に

駆

け

つ

け

、

受

付

の

名

簿

に

妻

と

母

の

名

前

を

探

す

が

・

・

。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

お

わ

り

)
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Ｎ

 

「

こ

こ

は

、

徳

島

市

内

の

小

さ

な

港

町

。
」

 

 

康

太

「

ハ

ア

ア

・

・

・

」

 

 

Ｎ

 

「

康

太

は

、

深

く

溜

息

を

つ

い

た

。

 

 

静

か

だ

。

 

 

何

も

聞

こ

え

な

い

。
あ

れ

だ

け

騒

が

し

く

 

 

鳴

い

て

い

た

セ

ミ

の

声

も

。

 

 

近

く

の

保

育

園

の

園

庭

で

遊

ぶ

、
子

ど

も

 

 

達

の

歓

声

も

。

 

 

空

は

、

透

き

通

る

よ

う

な

真

夏

の

青

。

 

 

白

い

雲

と

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

が

眩

し

い

。 

 
 

 

康

太

は

、
自

宅

が

あ

っ

た

瓦

礫

の

山

の

傍

 

 

に

立

っ

て

、
周

り

を

や

つ

れ

た

眼

で

見

渡

 

 

し

た

。

 

も

は

や

、

大

き

く

遮

る

物

が

 

 

無

く

、

む

き

出

し

に

な

っ

た

海

岸

に

打

 

 

ち

寄

せ

る

波

の

音

が

虚

し

く

、

耳

に

響

 

 

い

た

。
」

 

 

ま

な

板

で

野

菜

を

刻

ん

で

い

る

音

。

妻

の

 



 5 

花

子

が

、

夕

食

の

準

備

を

し

て

い

る

。

 

ス

マ

ホ

で

、

動

画

配

信

を

見

て

い

る

康

太

。 

 

康

太

「

ハ

ハ

ハ

ハ

。

こ

の

霜

降

り

流

星

の

動

画

、 

 
 

 

面

白

い

よ

。

君

も

見

る

？

」

 

花

子

「

ね

え

、

パ

パ

。
 

今

日

、

町

内

行

事

で

 

 
 

 

防

災

の

研

修

会

が

あ

っ

て

、

行

っ

て

き

 

 
 

 

た

の

。
」

 

康

太

「

そ

う

。
」

 

花

子

「

防

災

の

準

備

、

な

に

か

、

し

て

る

？

。

 

 
 

 

災

害

に

備

え

て

、

非

常

用

の

持

ち

出

し

 

 
 

 

袋

、

用

意

し

ま

し

ょ

う

っ

て

言

っ

て

た

。 

康

太

「

う

ん

。
」

 

花

子

「

聞

い

て

る

？

 

や

る

気

な

い

で

し

ょ

。
」

 

康

太

「

や

る

、

や

る

。
」

 

花

子

「

も

う

、

お

願

い

よ

。
」

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

動

画

を

見

な

が

ら

、

生

返

事

を

 

す

る

康

太

。
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康

太

「

ハ

ハ

ハ

。
」

 

花

子

「

も

う

。
」

 

 

康

太

の

職

場

。

職

場

の

喧

騒

。

パ

ソ

コ

ン

 

を

に

ら

み

な

が

ら

、

か

か

っ

て

き

た

電

話

 

を

取

る

康

太

。

 

 

康

太

「

万

代

産

業

の

山

本

で

ご

ざ

い

ま

す

。

 

 

あ

あ

、

昭

和

商

事

の

平

島

課

長

、

い

つ

も

 

 

お

世

話

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。

暑

い

で

 

 

す

ね

え

。

お

元

気

に

さ

れ

て

ま

す

か

？

 
 

 

例

の

見

積

り

の

件

で

す

ね

。

早

急

に

 

 

提

出

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

は

い

、

 

 

す

み

ま

せ

ん

。

 

失

礼

い

た

し

ま

す

。
」

 

 
 

 

再

び

パ

ソ

コ

ン

に

向

か

い

、

キ

ー

を

打

つ

 

康

太

。

 

 

Ｎ

 

「

そ

の

時

、

職

場

に

い

た

人

の

ス

マ

ホ

に

緊

 

 

急

地

震

速

報

の

着

信

音

が

、
け

た

た

ま

し
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く

鳴

り

響

い

た

。
」

 
 

(
緊

急

地

震

速

報

の

音

)
 

 

Ｎ

 

「

そ

の

数

秒

後

、

康

太

の

勤

め

て

い

る

オ

フ

 

 
 

 

ィ

ス

ビ

ル

が

、

少

し

の

間

、

小

刻

み

に

 

 
 

 

揺

れ

た

か

と

お

も

え

ば

、

す

ぐ

に

 
 

 
 

大

き

く

音

を

立

て

て

揺

れ

始

め

た

。
」

 

 (

大

き

な

ご

う

音

)
 

 

同

僚

「

こ

れ

は

大

き

い

ぞ

。

南

海

ト

ラ

フ

が

き

 

 
 

 

た

ん

と

ち

ゃ

う

か

。

 

は

よ

、

机

の

下

に
 

 
 

 

潜

れ

！

」

 

 

Ｎ

 

「

康

太

を

始

め

、

職

場

全

員

が

各

自

の

机

 

 
 

 

の

下

に

潜

り

、

身

の

安

全

を

図

り

、

揺

 

 
 

 

れ

が

静

ま

る

の

を

待

っ

た

。

 

 
 

 

オ

フ

ィ

ス

の

照

明

が

消

え

た

。

停

電

だ

。 

 
 

 

そ

れ

か

ら

、

ど

れ

だ

け

の

時

間

が

経

っ

 

 
 

 

た

だ

ろ

う

か

。

実

際

は

、

２

、

３

分

く

 



 8 

 
 

 

ら

い

だ

っ

た

が

、

康

太

に

は

、

も

っ

と

 

 
 

 
長

い

時

間

の

よ

う

に

感

じ

ら

れ

た

。

 

 
 

 

手

の

小

刻

み

な

震

え

が

止

ま

ら

な

い

。

 

 
 

 

揺

れ

が

静

ま

る

と

、

各

自

、

机

の

下

か

ら

 

 
 

 

び

っ

く

り

し

た

風

で

出

て

き

た

。

 

 
 

 

気

持

ち

が

次

第

に

落

ち

着

く

に

つ

れ

、

 

 
 

 

康

太

は

、

自

宅

に

残

し

た

妻

花

子

と

母

 

 
 

 

の

こ

と

が

、

心

配

に

な

っ

た

。
」

 

 

康

太

「

大

丈

夫

だ

ろ

う

か

・

・

・

。
」

 

 

Ｎ

 

「

康

太

は

ス

マ

ホ

を

手

に

取

っ

た

が

、

 

 
 

 

呼

び

出

し

音

ば

か

り

で

通

じ

な

い

。

 

 
 

 

そ

の

数

分

後

、

職

場

中

に

ス

マ

ホ

の

 

 
 

 

着

信

音

が

再

び

、

け

た

た

ま

し

く

 

 
 

 

鳴

っ

た

。

 
 

大

津

波

警

報

を

知

ら

せ

 

 
 

 

る

音

だ

っ

た

。
」

 

 

同

僚

「

え

え

え

、

や

ば

い

ぞ

。

こ

こ

は

高

い

か

 

 
 

 

ら

、

大

丈

夫

や

と

思

う

け

ど

・

・

・

。
」
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Ｎ

 
「

十

数

分

の

静

粛

の

あ

と

、

遠

く

か

ら

 

 
 

 

何

と

も

言

え

な

い

唸

る

よ

う

な

音

が

 

 
 

 

聞

こ

え

て

き

た

。 

津

波

が

来

る

音

だ

。
」 

 

同

僚

「

来

た

ぞ

！

 
津

波

が

来

た

ぞ

。
」

 

 

Ｎ

 

「

揺

れ

が

収

ま

り

、

窓

か

ら

外

の

様

子

を

 

 
 

 

見

て

い

た

同

僚

が

叫

ん

だ

。
 

 
 

 

ビ

ル

の

下

を

舐

め

る

よ

う

に

、

津

波

が

 

 
 

 

押

し

寄

せ

て

き

た

。

幸

い

、

水

の

高

さ

 

 
 

 

は

そ

う

高

く

な

ら

ず

、

鉄

筋

構

造

の

ビ
 

 
 

 

ル

も

壊

れ

な

く

て

済

ん

だ

。

 

 
 

 

し

ば

ら

く

し

て

、

第

二

波

が

再

び

押

し

 

 
 

 

寄

せ

て

き

た

。

そ

れ

は

、

第

一

波

よ

り

 

 
 

 

高

く

、

み

ん

な

を

不

安

が

ら

せ

た

が

、

 

 
 

 

な

ん

と

か

持

ち

堪

え

た

。
」

 

 

康

太

「

大

丈

夫

か

な

・

・

・

。

ち

ゃ

ん

と

、

 

 
 

 

安

全

な

と

こ

ろ

に

、

避

難

で

き

た
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だ

ろ

う

か

・

・

・

。
」

 

 

Ｎ

 

「

長

い

喧

騒

の

あ

と

、

静

粛

が

訪

れ

た

。

 

 
 

 

み

ん

な

、

何

も

喋

ら

な

い

。

喋

れ

な

い

 

 
 

 

の

だ

。

電

話

の

音

も

、

な

に

も

聞

こ

え

 

 
 

 

な

い

。

 
 

 
 

 

康

太

は

、

ス

マ

ホ

を

取

り

出

し

た

。

 

 
 

 

幸

い

、

電

波

は

大

丈

夫

だ

。

 

花

子

 

 
 

 

に

再

び

、

連

絡

を

取

ろ

う

と

し

た

が

、

 

 
 

 

呼

び

出

し

の

音

声

が

虚

し

く

聞

こ

え

 

 
 

 

る

だ

け

だ

っ

た

。

 

 
 

 

Ｒ

Ａ

Ｄ

Ｉ

Ｋ

Ｏ

の

ア

プ

リ

を

開

い

て

み
 

 
 

 

た

。

 

地

元

の

放

送

局

に

、

合

わ

せ

て

 

 
 

 

み

る

と

、

被

災

情

報

が

流

れ

て

い

た

。

 

 
 

 

市

内

の

多

く

は

、

地

震

と

そ

の

後

の

津

 

 
 

 

波

で

、

ほ

ぼ

壊

滅

状

況

だ

っ

た

。

道

路

 

 
 

 

や

橋

も

多

く

は

被

災

し

て

、

通

行

で

き

 

 
 

 

な

い

状

況

ら

し

い

。

 

 
 

 

康

太

は

、

ビ

ル

の

外

に

出

て

み

た

が

、

 

 
 

 

辺

り

一

面

、

瓦

礫

だ

ら

け

で

、

原

型

を
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留

め

な

い

建

物

も

多

く

あ

っ

た

。

 

 
 

 

幸

い

に

し

て

、

康

太

の

勤

め

る

オ

フ

ィ

 

 
 

 

ス

ビ

ル

は

災

害

備

蓄

が

さ

れ

て

い

て

、

 

 
 

 

辛

う

じ

て

、

急

場

を

し

の

ぐ

こ

と

が

で

 

 
 

 

き

た

。

 

 
 

 

康

太

達

、

職

場

の

仲

間

は

余

震

が

続

く

 

 
 

 

２

日

間

を

職

場

で

過

ご

し

、

備

蓄

が

尽

 

 
 

 

き

つ

つ

あ

る

３

日

目

に

、

最

低

限

の

職

 

 
 

 

場

復

旧

の

た

め

の

ス

タ

ッ

フ

を

除

き

、

 

 
 

 

自

宅

の

方

向

へ

帰

っ

た

。

 

 
 

 

康

太

は

待

機

中

、

何

度

も

妻

の

花

子

と

 

 
 

 

連

絡

を

取

ろ

う

と

し

た

が

、

か

な

わ

な
 

 
 

 

か

っ

た

。

 

 
 

 
 

康

太

「

な

い

・

・

。

な

に

も

か

も

・

・

・

。
」

 
 

 

Ｎ

 

「

康

太

は

自

宅

が

あ

っ

た

場

所

に

い

た

。

 
 

 
 

 

地

震

と

そ

れ

に

続

く

津

波

で

、

建

物

の

 

 
 

 

基

礎

以

外

は

、

そ

の

原

型

を

留

め

ず

、

 

 
 

 

す

べ

て

、

流

さ

れ

て

い

た

。
」
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康

太
「

花

子

は

？

 

母

さ

ん

は

？

 

ど

こ

・
・

？

」

 

 

Ｎ

 

「

康

太

は

、

呆

然

と

し

た

気

持

ち

が

頭

を

 

 
 

 

支

配

し

、

し

ば

ら

く

状

況

が

つ

か

め

ず

 

 
 

 

に

い

た

。

 

 
 

 

一

縷

の

望

み

を

持

っ

て

、

地

域

の

指

定

 

 
 

 

避

難

所

で

あ

る

小

学

校

へ

急

い

で

向

 

 
 

 

か

っ

た

。

 

  
 

 
(

色

々

な

声

が

行

き

交

う

、

避

難

所
)

 

  

Ｎ

 

「

康

太

は

、

避

難

所

で

の

受

付

を

終

え

る

 

 
 

 

と

、

名

簿

に

目

を

や

っ

た

。

急

い

で

書

 

 
 

 

い

た

で

あ

ろ

う

避

難

し

て

き

た

各

自

 

 
 

 

の

名

前

が

乱

雑

に

書

い

て

あ

っ

た

。
」

 

 

康

太

「

あ

っ

た

！

 

花

子

」

 

 

Ｎ

 

「

沢

山

の

名

簿

の

中

か

ら

、

花

子

の

見

慣
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れ

た

字

を

見

つ

け

、

 

安

堵

し

た

。
」

 

康

太

「

母

さ

ん

は

・

・

・

？

」

 

 

Ｎ

 

「

康

太

の

母

の

名

前

は

、

何

度

名

簿

の

中

 

 
 

 

を

探

し

て

も

、

見

つ

か

ら

な

か

っ

た

。
」

 

 
 

 

暫

し

、

そ

の

場

で

立

ち

す

く

ん

で

い

る

 

 
 

 

と

・

・

。
」

 

 

花

子

「

パ

パ

？

 

パ

パ

！

！

」

 

 

Ｎ

 

「

半

べ

そ

の

花

子

が

、

駆

け

寄

っ

て

き

た

。
」 

 

康

太

「

花

子

！

 

よ

か

っ

た

！

 

ご

め

ん

、

連

 

 
 

 

絡

が

取

れ

な

く

っ

て

。
」

 

 

花

子

「

こ

ち

ら

こ

そ

、

ご

め

ん

。

急

い

で

逃

げ

 

 
 

 

た

の

で

、

携

帯

、

家

に

忘

れ

て

来

ち

ゃ

 

 
 

 

っ

た

。

で

も

、

非

常

持

ち

出

し

袋

は

、

 

 
 

 

パ

パ

が

準

備

し

て

く

れ

て

た

の

で

、

そ

 

 
 

 

れ

は

急

い

で

持

っ

て

避

難

し

た

お

か
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げ

で

、

こ

こ

で

は

助

か

っ

た

わ

。

 

 
 

 

で

も

・

・

。

で

も

・

・

・

。

義

母

さ

ん

 

 
 

 

が

見

つ

か

ら

な

い

。 

何

度

も

探

し

た

の

。 

 
 

 

で

も

・

・

。
」

 

  
 

 
(

地

震

発

生

直

後

の

自

宅

に

て

)
 

 

花

子

「

義

母

さ

ん

！

 

大

丈

夫

？

」

 

 

母

 

「

大

き

か

っ

た

な

あ

・

・

。

こ

ん

な

に

大

 

 
 

 

き

い

ん

、

久

し

ぶ

り

じ

ゃ

。
」

 

 

花

子

「

義

母

さ

ん

！

 

逃

げ

る

で

よ

！

 

津

波

 

 
 

 

が

来

る

で

よ

！

」

 

 

母

 

「

い

け

る

。

い

け

る

。

津

波

や

、

け

え

へ

 

 
 

 

ん

わ

。

 

あ

ん

た

、

逃

げ

。
」

 

 

花

子

「

義

母

さ

ん

！

 

お

願

い

や

け

ん

！

 

 
 

 

時

間

が

な

い

で

よ

！

」

 



 15 

 

Ｎ

 
「

花

子

の

必

死

の

説

得

虚

し

く

、

腰

を

上

 

 
 

 

げ

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た

。

 

 
 

 

ほ

ど

な

く

、

避

難

所

に

逃

げ

る

途

中

の

 

 
 

 

近

所

の

人

も

駆

け

寄

り

説

得

し

た

が

、

 

 
 

 

応

じ

よ

う

と

は

し

な

か

っ

た

。

 

  
 

 

避

難

所

の

外

は

、
静

粛

が

支

配

す

る

な

か

、 

 
 

 

普

段

と

変

わ

ら

ぬ

真

夏

の

青

空

が

広

 

 
 

 

が

っ

て

い

た

。

 

 
 

 

耳

を

澄

ま

す

と

、

遠

く

に

、

岸

辺

に

打

ち

 

 
 

 

寄

せ

る

波

の

音

が

、

微

か

に

聞

こ

え

て
 

 
 

 

き

た

。
」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

終

)
 


